
＼キャリコン学びピクニック／

論述の型ノート論述の型ノート
協議会の論述　設問1〜4の書き方

大丈夫。発言 → 見立て → 支援

の1本の線で書こう！

「具体性が足りない」

って、また言われた…

まずは、4問の型をおさえよう
50分・記述式で、字数の指定はなし。設問3は2つ合わせて20点で、いちばん大きいよ。

設問1 10点 相談者が、この面談で相談したいこと

相談者は、〜という状況の中で、〜について相談したい。

設問2 10点 下線部の応答をした、キャリコンの意図

相談者の「〜」という発言を受けて、〜するために、〜と応答した。

設問3① 10点 相談者の問題（キャリコンから見た見立て）

〜について、〜が不足している（〜と思い込んでいる）。

設問3② 10点 その根拠（相談者の言動から具体的に）

「〜」という発言から、〜と考えられるため。

設問4 10点 設問3をふまえた、今後の方針

まず〜のため〜を行う。そのうえで、相談者が〜できるよう支援する。
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＼論述の型ノート　 2／

具体的に書く、3ステップ具体的に書く、3ステップ
「だれにでも言えること」を書いたら、その事例のことばに置きかえる。

根拠根拠
「〜」という発言から

見立て見立て
〜と言える

支援支援
〜のため、〜を行う

ぼんやり → 具体的に、くらべてみよう
例の相談者は、このノートのためにつくった架空の人だよ。

ぼんやり 具体的に

設問3① 自己理解が不足している。 事務職として積み重ねた調整の経験を、自分の強みとして

捉えられていない。

設問3② 自信がなさそうだから。 「私には何のスキルもない」という発言から、これまでの

経験を振り返れていないと考えられるため。

設問4 自己理解を深める支援を行う。 まず、業務で工夫したことを一緒に振り返り、調整の経験

をことばにする。そのうえで、その強みが生かせる仕事

を、相談者自身が調べられるよう支援する。

置きかえの合いことば

「自己理解」 何についての理解？（強み、価値観、やりたいこと）

「支援する」 何を使って、どの順で、何ができるようになるため？

「不安そう」 どの発言から、そう言える？

なるほど！「それ、どの発言から？」っ

て自分に聞けばいいんだね。

そう！それが具体性のコツだよ。
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＼論述の型ノート　 3／

問題と支援は、問題と支援は、セットセットで書くで書く
設問3の問題は1〜2つにしぼろう。設問4では、挙げた問題すべてに支援を書くよ。

自己理解の不足
これまでの経験を振り返り、強み・価値観・興味をことばにする。必要ならアセスメントツールで

客観的に確かめる（使う目的も書く）。

仕事理解の不足
仕事の中身や求められる力を、相談者が自分で調べられるよう支援する（職業情報、社内制度の確

認など）。

思い込み（「〜しかない」「〜に違いない」）
そう考える根拠を一緒に確かめ、別の見方ができないか問いかける。

自己効力感の低下
うまくいった経験を振り返り、できたことを確かめる。小さな目標から試せるよう支援する。

コミュニケーション不足（上司・家族）
何をどう伝えるかを一緒に整理し、相談者が自分で話せるよう支援する。

見通しがない・決められない
選べる道を書き出し、良い点・気になる点をくらべて、相談者自身が選べるよう支援する。

この表は試験の公式資料ではなく、学びピクニックの案だよ。養成講習のテキストとちがうときは、テキストを優先してね。

書く前・書いたあとのチェック

書く前

気になる発言に線を引いた

「〜しかない」など思い込みを拾った

問題を1〜2つ決め、根拠の発言と結んだ

書いたあと

設問3②に、事例のことばを「」で入れた

設問4が、設問3の問題すべてを受けている

「まず・次に・そのうえで」の順番がある

「〜のため」で、何のためかを書いた

事例にないことを、想像で書いていない

解答用紙の行からはみ出していない
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＼論述の型ノート　 4／

振り返りシート振り返りシート
解いたら1行。続けると、自分のくせが見えてくるよ。

日付 過去問の回 点数 できなかったこと 次に直すこと

設問の形と配点は、キャリアコンサルティング協議会「受験概要」「過去問題（第30回・第32回 実技・論述）」より。書き出しの型

や例は、学びピクニックの案です。

点数より、「次に直すこと」がだいじ。

1つずつ直していけば大丈夫だよ。
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